
 鳥取県立美術館整備基本計画の概要（中間まとめ）   
第1章 計画策定の背景と経緯  

1-1 背景 
 ○文化芸術基本法制定を踏まえて「地方文化芸術推進基本計画」の策定へ 
 ○県立美術館は中核拠点の一つとして本県の文化芸術の創造・発展に貢献 

 
 

第2章 新美術館の目的・コンセプト 

 
 
 
 
 
 
 
 

4-1 施設整備の方針 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 

4-2 施設設備の整備概要 
（1）諸室の整備概要 
 
 
 
 
 

4-4 整備費用の想定 
  建築工事費77億円（基本構想時の試算60億円～100億円）・その他経費20億円 
   （PFI手法導入可能性調査に併せて具体的な整備手法について効率化を図ることを検討） 

3-1 必要な機能と主な事業展開 
 
 
 
 
 
 

（1）中心となる機能 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（2）美術ラーニングセンター（仮称）の設置 
 
         
 
 
 
   

    

    
 
 
 
 
 
 
 

（3）鳥取県ミュージアム･ネットワークによる連携 
 
 
 
 
 

  
 
 
 

 

 
  
 

第4章 施設整備計画 

施設整備の基本的な方針 
 ①作品を良好な環境で保管・展示 
 ②だれもが安全・快適に利用 
 ③賑わい機能の創出 
 ④倉吉パークスクエア・大御堂廃寺跡とのシナジー効果（相乗効果）の発揮 
 ⑤デザイン性に優れた施設 
 ⑥効率的・持続可能な施設 
 ⑦その他（地域素材の積極的利用、環境保全への配慮） 

展示 収蔵 
教育普及･ 

コミュニケーション 
調査研究 

共用管理 
事務 

合計 

2,610㎡ 2,070㎡ 760㎡ 290㎡ 4,180㎡ 9,910㎡ 

第5章 基本計画の実現に向けて 

5-1 組織体制 
   美術館の活動を支えるボランティアをはじめとした方々とのネットワークの確立 
 

5-2 利用促進策 
  〈利用見込みの試算〉 年間10万人程度を想定 
  〈利用者数増加に向けた取組み〉 

   
 
 
 
 
 
 
 
 
5-6 今後のスケジュール等 
  整備手法を決定の上、施設の整備に向けた準備を行い、設計・建設に着手する。 
  これまでのオープンな美術館づくりを継承し、県民の方々と一緒になって美術館を育てていく。 

（１）県民が誇れる美術館 
  ・誇りに思える美術館に  ・みんなが楽しめるオープンな美術館 

（２）県民が参加できる美術館づくり：県民とともにささえる 
  ・県民による美術館づくりへの参加 ・つくるプロセスをオープンに ・県民が支え育てる美術館 等

（３）展示・収蔵品とともに成長していく美術館 ～施設完成がはじまり～ 
  ･収蔵品を増やし成長する美術館  ･収蔵品とともに研究を深める美術館 等 

（１）周辺施設とまちをつくる：周辺施設とともにまちをささえる 
  ・倉吉パークスクエアと一体となったイベントの開催  ・大御堂廃寺跡と連携したのびやかで 
  広がりのある美術館  ・倉吉市立図書館等との連携 

（２）地域とまちをつくる：地域の魅力をたかめる 
  ・白壁土蔵群等との連携 ・ポップカルチャー資源の活用 等  

（３）他館とまちをつくる：連携により地域の魅力をたかめる 
  ・県内の美術館と連携した広域的展開 ・県外美術館との交流 ・他施設を活用した展開 等 
 

（1）「みるひと」をつくる：多くの人が訪れる美術館に 
  ・魅力的な企画展示  ・通常の展示が鑑賞しにくい方に配慮した展示  
  ・従来の美術館像にとらわれない賑わい機能の創出  ・オープンな美術館 等 

（２）「つくるひと」をつくる：さまざまな創作者を支援しそだてる 
  ・子どもたちや県民の美術創作の支援 ・障がい者アートの支援 ・幅広い芸術表現との連携 等 

（３）「みらいの才能」をつくる：未来人材教育プログラム 
  ・子どもたちに身近な美術館  ・「とっとりの美術」をまなび・つくる環境を 等 

（４）「居場所」をつくる：時間を過ごすことが楽しめる 
  ・サードプレイスにもなる心地よい美術館  ･多機能な美術館 

3. 県民が「つくる」 

第3章 必要な機能と主な事業展開 

つたえる・たのしむ 
（展示） 

あつめる・まもる 
（収蔵） 

しらべる・ふかめる 
（調査研究） 

ふれてまなぶ・であってまなぶ 

（館内外での教育普及） 

つなぐ（地域・学校・県民 

  との連携・協力） 

社会教育施設としての美術館 
・子どもたちの創造性を育み、県民の生涯学習を支援する教育機関 
・県民の宝である収集した美術作品を適切に守り、調査研究を行い、次世代に伝える研究機関 
・調査研究を活かした展示や国内外の優れた美術作品の展示、県内美術創作者等の発表機会の場 

現在～設計段階 建設段階 
建設完成～ 

開館段階 

美術館自体の利用促進 
 ポップカルチャー企画展の開催、県内企業の福利厚生利用、親子券(割引券)配布、 
 関連メニューの提供、関連グッズの開発・販売等 

倉吉パークスクエア全体や大御堂廃寺跡との連携による利用促進 
 各施設と連携したイベント共同開催、イベントにあわせた弾力的な開館時間、 
 周辺施設との散策・回遊ルート 等 

他施設との連携等による利用促進計画 
 中部地域・県内観光施設との周遊ルート、地域DMOとの連携、情報発信の強化 等 

H30年度 H31年度 H32年度 H33年度 H34年度 H35年度 H36年度 

設計（1.5年） 建設工事（2.5年） 開館準備 

想像力・創造性を育むための 
「美術を通じた学び」の支援 

1. 人を「つくる」 

2. まちを「つくる」 

美術館機能の展開等 美術館づくりに県民自ら参加するワークショップの開催 

美術館現地ツアー、来館者ガイド作成 等 

一体となった
開館準備 

広報  事業展開の積極的広報 事業展開や工事進捗状況の広報 

県内外へ集中的に広報 

 
 

未来を「つくる」美術館 
 
 
 

～いろんな ｢つくる」 で 「とっとりのアート」 の 
      「むかし」 「いま」 そして 「みらい」をつむぐ～ 

「私たちの県民立美術館」 

多様な利用と賑わいの創出 

美術館サポーターとのネットワーク 
仕組み検討・構築 

美術館サポーターとのネットワーク 

環境づくり・体制づくり 

開
 
館 

関係団体等との連携 

美術ラーニングセンター機能の柱 
・「美術を通じた学び」についての研究･
蓄積 
・蓄積したノウハウの提供と、学校現場
での教育の支援（普及 実践） 
・優れた児童・生徒作品のデジタル
アーカイブや美術関係図書の整理等、
資料室としての機能 

鳥取県ミュージアム･ネットワーク（美術館等連携）の取組の柱 
 ・各館所蔵品のデジタルアーカイブビューイング・共同的活用・情報発信推進 
 ・学校教育等への教育支援  ・学芸員の人材育成・支援 

【事業展開例】 
 

・収集方針を見直し、より広範囲の優れた美術作品等を収
集するとともに、県民等からの寄贈等の積極的な受入れ。 
・安全で質の高い環境下での保存管理。 

・収集美術作品等の調査研究とともに、県民が自らの収蔵
作品の調査研究を学芸員と協働して実施。 
・収蔵作品のデジタルアーカイブ化により、県民等に還元。 

・収蔵作品のジャンル・テーマ別等の展示展開や、魅力的な
大型展覧会の開催、大御堂廃寺跡の歴史風土、｢まんが王
国｣を活かした展示。 
・より良く魅力を伝えるための展示や解説へのICT機器活用。 

・美術を楽しめる体験講座やセミナー、ワークショップ等の実
施、多様な県民のためのプログラムの展開。 
・大学やNPO設置のギャラリー等との連携、創作支援。 

・県内美術館や周辺施設等と連携した県民の美術を楽し
む機会や交流機会の創出｡ 
･県民参画の「ワークショップつくり隊」と一緒にプログラム等の
企画・実施。 

（4）付帯的な機能 
   ・レストラン・カフェ  ：誰もが気軽に憩える場 
   ・ミュージアムショップ：所蔵品・企画展で出会った美術を思い出に変える場 
   ・ユニークベニュー   ：イベント等に活用できる多機能な機能設備・ソフトの整備 
 

 様々な人が訪れ、集い、楽しみ、交流する拠点 
「サードプレイス(家でもない、学校・職場でもない第三の居場所)」となる美術館 

｢とっとりのアート｣の 
県外への発信力強化 

県内どこでも美術館のサービスが 
享受できる環境づくり 

美術館等連携の具体的方法の先行事業、美術ラーニングセンター機能の調査研究 

ｶｳﾝﾄﾀﾞｳﾝｲﾍﾞﾝﾄ 

基本構想の基本的な在り方 
 

１．「とっとりのアート」の魅力を知り、大切に守り、誇りを持って 県内、県外そして世界へと 
   発信するとともに、より多くの人々に内外の多彩で優れたアートに触れる機会を提供する。 
２．人々が思い思いに楽しみと夢と喜びを見出すことができ、次代を担う子どもたちが優れた 
   アートと出会い、想像力や創造性を育む場所となる。 
３．地域に根差し県民のアイデアと愛情で運営される、「私たちの県民立美術館」となる。 
４．アートによって街を目覚めさせて文化的感性の高い賑わいのある地域づくりに貢献する。 
５．鳥取県創生の拠点となるよう、大胆かつ柔軟に新たな可能性を求め、次代に向けて新 
   たな地平を拓くことを目指す。 


